
図1． 伐倒せずに樹木の放射性セシウム濃度を
　　 測定できる可搬型検査装置

図3． 樹木の放射性セシウム濃度に影響を与える要因
左：約10km四方の範囲では、土壌の放射性セシウム量と樹木の放射性セシウム濃度の間に特別な関係は見られません。
右：土壌の交換性カリウム量が増加すると樹木の放射性セシウム濃度は減少します。

図4． 当年枝の放射性セシウム濃度から推測した樹
木幹の放射性セシウム濃度

樹木を伐倒せずに原木として使用する幹の放射性セシウム
濃度が推定できます。

図5． カリ肥料の散布による放射性セシウムの吸収抑
制効果

カリ肥料を散布すると大部分の原木林で放射性セシウムの面
移行係数は減少します。

  成果
放射能汚染の程度に応じた対策
　東京電力福島第一原子力発電所の事故で放出された放射
性セシウムによる森林汚染のため、事故から8年が経過した
現在でもシイタケ原木林の利用は停滞したままとなっていま
す。原木林の利用再開に向けた対策が必要とされています
が、原木林の林齢及び汚染程度は様々なため、これらの状況
に応じて対策を講じる必要があります。

短期的な対策 －利用可能な原木林の判定－
　原木栽培に利用可能な原木の放射性セシウム濃度は
50Bq/kg以下に定められています。しかし、それを判定するた
めには、樹木を伐倒して放射性セシウム濃度を測定しなけれ
ばなりません。そこで、樹木を伐倒せずに原木としての適否を
判定する可搬型検査装置（図1）を開発するとともに、伐採を
予定している原木林内の樹木をすべて検査しなくてもその原
木林が利用可能かを判定する手法を開発しました。本判定方
法により利用「適」と判定された原木林から取り出した原木の
放射性セシウム濃度はすべて50Bq/kg以下でしたが、「不適」
と判定された原木林には50Bq/kgを上回る原木が混入して
いました（図2）。これらの手法とは別に栃木県では原木用の
非破壊検査装置も開発・導入しており、両判定方法により判
定精度を高める予定です。

中長期的な対策 －樹木への放射性セシウム吸収抑制－
　放射性セシウム濃度が高く、直ぐに利用困難な原木林で
は、樹木による土壌からの放射性セシウム吸収を抑制するた
めに、樹木の放射性セシウム濃度を決める要因を解明しまし
た。樹木を伐倒せずに採収できる当年枝（その年の春から夏
に成長した枝）を利用して約10km四方の範囲で調査を行っ
たところ、樹木の放射性セシウム濃度は、土壌中の放射性セ

シウム量ではなく、交換性カリウム量に強く影響されることを
明らかにしました（図3）。また、幹の放射性セシウム濃度が当
年枝の放射性セシウム濃度と比例していることから、当年枝
の調査をもとに幹の放射性セシウム濃度を推定する方法を確
立しました（図4）。更に、原木林にカリ肥料を散布して交換性
カリウム量を増加させたところ、面移行係数が減少し（図5）、
樹木による放射性セシウム吸収を抑制することに成功しまし
た。今後、原木林でカリ肥料散布による放射性セシウム吸収
抑制対策を実施するには、散布による放射性セシウム吸収抑
制効果の持続期間や最適な散布量についてさらに検討する
必要があります。
　本稿で紹介した成果の詳細は、森林総合研究所のホーム
ページで公開されています（http://www.ffpri.affrc.go.jp/
rad/pubs.html）。
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木林の利用再開・再生技術の開発」（課題番号 28028C）の
支援を受けて行いました。

  専門用語
交換性カリウム量：植物が土壌から吸収出来るカリウム量を
示す。

面移行係数：土壌等から樹木等への放射性セシウムの移行
のしやすさを示す指標。

利用可能なシイタケ原木林の判定技術及び
樹木への放射性セシウム吸収抑制技術の開発
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放射性セシウムに汚染された地域のシイタケ原木の生産再開に向けて、汚染が軽微な地域において、伐倒せずに樹木の
放射性セシウム濃度を検査する装置とともに、シイタケ原木林としての利用可否を判定する手法を開発し、その有効性を
確認しました。一方、直ちに利用再開が困難な地域に対しては、土壌から樹木への放射性セシウム吸収を抑制する方法
を探り、樹木の放射性セシウム濃度は土壌中の交換性カリウム量が多くなるほど低下すること、原木林へのカリ肥料の
散布が樹木への放射性セシウム吸収を抑制することを明らかにしました。

図2． 判定した原木林から取り出した原木の
　　 放射性セシウム濃度
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